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【はじめに】当院は平成19年に「地域医療支援病院」の承認を得た。担当課で
ある当課では、病診連携システム構築、かかりつけ医マップの作成、時間外
ホットラインの設置など様々な取り組みを行ってきた。しかし、逆紹介率は、
ほぼ100％を維持しているものの、紹介率は50％台であった。そこで、地域の
医療機関へのアンケート結果で得られた「敷居が高い」「予約を取るのに時間
がかかる」という意見に対する改善取り組みとして、地域の医療機関訪問強化、
予約取得時間短縮への取り組みを開始したことで、若干ではあるが紹介率が
増加したので報告する。
【方法】
１：訪問強化については、これまで課員の時間が有る時に訪問を行っていたが、
平成27年6月より専任の訪問担当者を雇用し、過去紹介実績のない広島市の全区
及び廿日市市等の訪問を開始した。また当院OB看護師長による訪問も開始した。
２：予約取得時間短縮は、これまで診療科のクラークや看護師経由での予約
取得を課員が取得できるようにした。
【結果】
１：平成27年度の訪問回数は1193件となり、紹介患者は570名増加した。
２：予約取得にかかる時間は約20分短縮できた。
【まとめ】これまで地域の医療機関と顔の見える連携を図るため、各種研修会
やオープンカンファレンス等を行うに当たり、開催のお知らせは紹介医療機関
に郵送していたが、いつも決まったメンバーの参加しか得られなかった。今回
専任の訪問担当者を配置し、紹介のなかった医療機関を訪問し、顔を合わせる
ことができるようになったことで「本音」を聞けるようになった事は大きな収
穫であった。新病院のグランドオープンを来年に控え、当課が中心となって、
紹介から入院・退院までの一貫したPFM体制構築も予定している。急性期病院
の地域医療連携課として更なる積極的な取り組みを行いたいと考える。
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【はじめに】当院の地域医療連携課では地域連携の強化・推進を目的として、
平成26年に初めて開業医向けアンケート調査を行った。この調査で当院の地
域連携に対する印象や不満点を把握することができ、それらの問題に対して
の業務改善を行ってきた。しかし、調査結果を受け行った業務改善が開業医
の評価に反映されているのか把握できておらず、現業務内容がニーズに応え
ることができているのかは不明であったため再評価の必要があった。
【現状と取り組み】平成26年実施のアンケート調査で明らかとなった地域連携
上の問題点は主に、予約が取りづらいという点と、紹介元への返書がないと
いう点であった。予約に関しては、各科の診療実績(紹介患者数)に応じた紹介
患者専用の予約枠を新設し、優先的な予約取得を可能とした。紹介元への返
書については、文書管理システムを用いて初回報告に加え検査後の報告の管
理も行うようにした。未作成の文書については定期的にリストを作成・配布し、
作成を促したことによって、医療連携に関する書類の作成数向上に繋がる結
果となった。このように改善要望に対して業務改善に取り組んできたことで、
当院への評価に変化が表れているかを視るために再度アンケート調査を実施
した。前回同様に、登録医や紹介件数の多い医療機関など前回調査協力を得
た先生方を中心に約700施設に対して、当院への満足度・期待度、診療科への
評価、改善要望の調査を行い当院への印象を再確認する。
【考察】業務改善後の2回目のアンケート調査をすることで開業医の当院への
評価や印象、要望の変化を知ることができた。今後もより良い関係を築いて
いくために、継続的なアンケート調査とさらなる業務改善を行い、周辺医療
機関からの要望に応える病院として信頼を得ることができるよう努めていき
たい。
